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農
業
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
農
業
元
気
ア
ッ
プ
計
画
推
進

芸
術
の
森
公
園
の
子
ど
も
の
広
場
は
提
言
や
意
見
を
基
に
整
備地

域
の
犯
罪
抑
制
対
策
は
地
域
警
察
官
を
活
性
化

連
合
審
査
会
を
開
催
環
境
商
工
委
員
会
文
教
治
安
委
員
会
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
審
査

子どもの広場整備が待たれる笠間芸術の森公園

　
笠
間
芸
術
の
森
公
園
に
子
ど

も
の
広
場
を
作
る
た
め
の
検
討

委
員
会
の
内
容
と
、
整
備
の
進

め
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
県
は
、
笠
間
芸
術
の
森
公
園

（
仮
称
）
子
ど
も
の
広
場
懇
談

会
か
ら
の
「
子
ど
も
や
住
民
が

自
然
か
ら
学
び
取
れ
る
空

間
」
、
「
安
全
に
配
慮
し
つ
つ

冒
険
心
を
養
え
る
施
設
」
な
ど

の
提
言
を
も
と
に
、
子
ど
も
、

親
、
地
元
か
ら
も
意
見
を
聞

き
、
整
備
を
順
次
進
め
る
と
答

え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
港
湾
施
設
管
理
条
例

の
改
正
で
ど
の
よ
う
な
船
舶
に

規
制
を
か
け
る
の
か
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　
県
は
、
国
の
立
ち
入
り
検
査

で
重
大
な
欠
陥
を
指
摘
さ
れ
た

船
舶
の
う
ち
、
事
故
時
に
賠
償

が
で
き
る
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
船
舶
な
ど
を
中
心
に
規
制

す
る
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
竜
神
ダ
ム
の
水

質
改
善
策
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

の
推
進
な
ど
も
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

高校生の心の教育充実週間キャンペーン活動

の
大
計
」
に
あ
る
こ
と
を
銘

記
し
、
教
育
基
本
法
を
早
期
に

改
正
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

　　
座
礁
船
撤
去
等
に
伴
う
政
府

の
財
政
的
支
援
及
び
危
険
船
舶

の
入
港
規
制
等
に
関
す
る
法
整

備
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

　　
平
成
一
四
年
一
二
月
、
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下

「
北
朝
鮮
」
と
い
う
。
）
船
籍

の
貨
物
船
が
日
立
港
東
防
波
堤

付
近
に
座
礁
し
た
。

　
座
礁
後
、
本
県
と
し
て
は
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
、
関
係
者
と
一
体
と
な
り
事

故
対
策
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
在
、
燃
料
油
や
積
み
荷
で

あ
る
タ
イ
ヤ
チ
ッ
プ
の
撤
去
作

業
が
終
了
し
、
緊
急
的
な
事
態

は
一
応
回
避
さ
れ
た
状
況
に
あ

る
が
、
船
体
は
依
然
と
し
て
撤

去
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
船
体

の
崩
壊
等
に
よ
る
災
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
座
礁
事
故
に

よ
り
膨
大
な
額
の
処
理
費
用
と

損
害
が
発
生
し
て
お
り
、
現

在
、
本
県
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
地
方
公
共
団
体
、
漁
業
関
係

者
が
負
担
を
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
原
因
者
で
あ
る
北
朝
鮮

の
船
社
が
支
払
う
べ
き
も
の
で

あ
り
、
本
県
と
し
て
は
船
体
の

撤
去
と
併
せ
、
引
き
続
き
請
求

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
北
朝
鮮
と
は
外
交
関
係
が

な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
交
渉
に

も
困
難
を
極
め
て
い
る
。

　
現
在
、
わ
が
国
海
域
に
は
一

〇
数
件
の
座
礁
船
が
未
解
決
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
対
応

し
て
い
る
関
係
地
方
公
共
団
体

も
本
県
同
様
に
苦
慮
し
て
い

る
。

　
特
に
、
本
件
の
よ
う
に
外
交

関
係
の
な
い
国
の
船
社
に
対
し

て
は
、
一
地
方
公
共
団
体
が
処

理
す
る
に
は
財
政
的
に
も
法
的

に
も
限
界
が
あ
り
、
か
つ
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て

は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段

配
慮
す
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

　一
　
座
礁
船
の
撤
去
等
に
対
す

る
関
係
地
方
団
体
へ
の
財
政
的

支
援
を
行
う
こ
と
。

二
　
危
険
船
舶
の
入
港
規
制
等

に
関
す
る
法
整
備
を
早
急
に
確

立
す
る
こ
と
。

　
首
都
圏
に
近
い
な
ど
好
条
件

を
有
す
る
本
県
の
農
業
産
出
額

向
上
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
は
、
産
地
づ
く
り
へ
の
支

援
や
畑
地
か
ん
が
い
活
用
型
産

地
育
成
手
法
等
を
盛
り
込
ん
だ

「
い
ば
ら
き
農
業
元
気
ア
ッ
プ

計
画
」
に
基
づ
き
、
各
市
町
村

や
地
域
か
ら
出
さ
れ
た
プ
ラ
ン

に
対
し
、
施
策
化
を
図
り
た
い

と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
園
芸
一
〇
ア
ッ
プ
運

テ

ン

動
へ
の
効
果
的
な
支
援
策
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
は
、
販
売
戦
略
を
持
っ
た

産
地
づ
く
り
や
市
場
に
対
す
る

生
産
情
報
の
発
信
、
一
〇
ア
ッ

プ
に
取
り
組
む
集
団
の
底
上
げ

と
と
も
に
、
産
地
に
お
い
て
目

標
を
持
っ
て
も
ら
い
、
連
携
・

統
合
に
よ
る
ロ
ッ
ト
の
拡
大
を

図
り
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
生
産
現
場
提
案

型
農
政
、
食
糧
自
給
率
向
上
へ

の
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　
環
境
商
工
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
「
茨
城
県
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
つ
い
て
、
文
教

治
安
委
員
会
に
も
関
連
す
る
事

案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
商

工
と
文
教
治
安
の
両
委
員
会
合

同
で
審
査
を
行
う
こ
と
に
な

り
、
連
合
審
査
会
が
三
月
一
一

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
部
長
と
警
察
本
部

長
か
ら
、
本
県
で
の
犯
罪
の
増

加
と
凶
悪
化
に
対
す
る
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
施
策
と
犯
罪

防
止
に
必
要
な
規
制
を
定
め
る

た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
な
ど

の
議
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
両
委
員
会
の
委
員
か
ら
は
、

条
例
に
基
づ
く
指
針
の
内
容
や

警
察
と
行
政
と
の
協
力
体
制
、

条
例
制
定
後
の
庁
内
推
進
運
動

の
展
開
、
市
町
村
条
例
と
の
整

合
性
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
開
錠

用
具
販
売
規
制
の
あ
り
方
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
連
合
審
査
会
終
了
後
、
環
境

商
工
委
員
会
で
採
決
が
あ
り
、

同
条
例
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
急
増
す
る
犯
罪
や
治
安
悪
化

に
対
す
る
地
域
の
防
犯
体
制
確

立
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

　
県
警
は
、
犯
罪
の
発
生
し
や

す
い
時
間
帯
の
パ
ト
カ
ー
運
用

の
充
実
、
警
察
官
の
制
服
で
の

出
退
勤
な
ど
地
域
警
察
官
の
活

性
化
で
犯
罪
抑
制
に
対
処
す
る

と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
校
生
の
心
の
教
育

推
進
事
業
の
目
的
と
小
中
学
校

に
お
け
る
道
徳
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
は
、
高
校
生
の
社
会
性
や

モ
ラ
ル
の
低
下
が
問
わ
れ
て
お

り
、
年
間
一
定
時
間
を
確
保
し

て
道
徳
教
育
を
行
い
、
小
中
学

校
に
お
い
て
も
、
道
徳
教
育
を

積
極
的
に
推
進
し
、
自
分
を
律

す
る
力
な
ど
の
育
成
に
努
め
た

い
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、少
年
外
国
人
犯

罪
取
締
、
防
犯
サ
ポ
ー
タ
ー
、

県
立
高
校
再
編
計
画
、
不
登
校

児
対
策
、
教
育
の
基
本
姿
勢
な

ど
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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代
表
質
問
（
要
旨
）

義
務
教
育
と
高
校
教
育
の
連
携
は
中
学
校
と
高
校
で
人
事
交
流

茨
城
の
人
間
力
形
成
は
心
の
教
育
や
感
動
体
験

一般質問（要旨）
質
問
者
２
面
～
４
面

県
民
生
活
の
課
題
質
す
代
表
質
問
一
般
質
問

知
事
の
財
政
再
建
の
決
意
は
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
全
力
で

飯
野
　
重
男
（自
由
民
主
党
）

鶴
岡
　
正
彦
（自
由
民
主
党
）

染
谷
　
　
清
自
　民
　県
　政

ク
ラ
ブ

長
谷
川
修
平
民
　主
　清
　新

ク
ラ
ブ

川津　　隆 自由民主党

山中　泰子 日本共産党

黒部　博英 自由民主党

田所　嘉徳 自由民主党

川口　　浩 民　主　清　新
クラブ　

山岡　恒夫 自由民主党

井手　義弘 公　明　党

森田　悦男 自　民　県　政
クラブ

磯 久喜雄 自由民主党

　
議
員
（
自
民
）
　
モ
ラ
ル
を

基
本
と
し
た
茨
城
の
人
間
力
・

茨
城
力
づ
く
り
に
対
す
る
所
見

を
伺
い
た
い
。

　
知
事
　
人
づ
く
り
は
、
い
ば

ら
き
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、

少
人
数
教
育
や
心
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
心
の
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
先
達
に
直
接

話
を
聞
く
機
会
な
ど
を
設
け
、

夢
や
希
望
を
持
た
せ
た
り
、
感

動
を
与
え
る
こ
と
は
大
変
有
意

義
で
あ
る
と

え
て
い
る
。

　
議
員
　
行
革
の
推
進
に
伴
う

県
民
生
活
へ
の
影
響
を
、
分
析

・
評
価
す
べ
き
と

え
る
が
。

　
総
務
部
長
　
第
三
次
行
革
大

綱
で
は
、
改
革
の
視
点
と
し

て
、
県
民
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
掲
げ
て
お
り
、
県
民
の

視
点
か
ら
事
業
の
成
果
な
ど
を

分
析
・
評
価
し
、
真
に
必
要
な

施
策
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分

す
る
。

（
ほ
か
に
、
選
挙
に
お
け
る
課

題
、
農
業
の
果
す
べ
き
新
し
い

役
割
、
水
戸
地
区
の
道
路
整
備

な
ど
も
質
問
）

　
第
一
回
定
例
会
は
、
代
表
質

問
四
人
、
一
般
質
問
九
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
県
政
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
は
、
合
併
特
例

法
の
期
限
が
迫
る
中
で
の
市
町

村
合
併
に
対
す
る
県
の
取
り
組

み
や
義
務
教
育
と
高
校
教
育
の

連
携
、
国
際
物
流
特
区
構
想
、

県
出
資
団
体
等
の
経
営
健
全
化

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
行
革
の
推

進
に
伴
う
県
民
生
活
へ
の
影
響

の
分
析
・
評
価
や
残
土
の
適
正

処
理
と
不
法
投
棄
、
県
北
西
部

地
域
で
の
総
合
病
院
早
期
開

設
、
介
護
保
険
が
充
実
す
る
た

め
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
整
備
促
進

策
、
指
導
力
が
不
足
し
て
い
る

教
員
な
ど
に
つ
い
て
の
対
応

策
、
救
命
率
向
上
の
た
め
の
体

制
整
備
、
常
磐
自
動
車
道
を
活

用
し
た
日
立
地
区
の
渋
滞
緩
和

策
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
健
全

化
と
価
値
あ
る
社
会
資
本
整

備
、
侵
食
が
進
む
阿
字

浦
海

岸
の
復
旧
策
と
保
全
策
な
ど
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
行
財
政
改
革
や
雇
用
問
題
、

保
健
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
、
県
民

の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
課
題

に
つ
い
て
提
言
し
、
積
極
的
な

答
弁
を
関
係
当
局
に
求
め
ま
し

た
。

　
議
員
（
自
民
）
　
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、自
民
党
は
、

各
会
派
と
も
ど
も
議
員
報
酬
等

の
減
額
条
例
を
今
議
会
に
提
案

す
る

え
で
あ
る
。
知
事
の
財

政
再
建
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

　
知
事
　
厳
し
い
財
政
状
況
を

県
民
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
財
政
再
建
に
向

け
た
県
と
し
て
の
姿
勢
を
示
す

観
点
か
ら
、
私
を
は
じ
め
と
す

る
特
別
職
、
管
理
職
が
率
先
し

て
引
き
続
き
給
与
減
額
措
置
を

三
年
間
延
長
し
た
。
今
後
は

「
第
三
次
行
財
政
改
革
大
綱
」

に
基
づ
い
て
本
県
の
財
政
再
建

に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

　
議
員
　
合
併
特
例
法
の
期
限

が
迫
る
中
、
市
町
村
合
併
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
、
合
併
に

対
す
る
県
の
取
り
組
み
姿
勢

は
。

　
知
事
　
平
成
一
五
年
度
前
半

に
は
半
数
以
上
の
市
町
村
が
法

定
ま
た
は
任
意
の
合
併
協
議
会

に
参
加
す
る
と
の
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
。
ま
た
、
支
援
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
て
全
庁
を
あ
げ
て

総
合
的
な
支
援
を
実
施
、
で
き

る
限
り
多
く
の
合
併
が
実
現
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

　
議
員
　
日
立
港
に
座
礁
し
た

北
朝
鮮
籍
貨
物
船
の
船
体
撤
去

の
見
通
し
と
、
安
全
性
が
確
認

で
き
な
い
船
舶
な
ど
に
対
す
る

県
の
対
応
方
針
は
。

　
知
事
　
座
礁
船
問
題
は
、
全

国
的
な
問
題
で
あ
り
、
国
が
座

礁
船
舶
の
撤
去
に
係
る
法
整
備

や
支
援
を
行
う
べ
き
と

え
て

い
る
。
県
の
負
担
を
最
小
限
に

抑
え
な
が
ら
、
船
体
の
早
期
撤

去
が
実
現
で
き
る
方
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
港

湾
施
設
を
損
傷
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
船
舶
な
ど
に
対
し
て
港
湾

施
設
の
利
用
を
制
限
す
る
た

め
、
茨
城
県
港
湾
施
設
管
理
条

例
の
改
正
を
、
今
議
会
へ
追
加

提
案
し
た
い
。

　
議
員
　
交
流
基
盤
を
整
備
し

本
格
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に

は
、
高
速
道
路
の
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
見
通
し
は
。

　
知
事
　
圏
央
道
は
、
つ
く
ば

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
つ
く
ば

牛
久
Ｉ
Ｃ
間
が
三
月
二
九
日
に

開
通
す
る
。
（
仮
称
）
つ
く
ば

Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
称
）
江
戸
崎
Ｉ

Ｃ
間
は
、
平
成
一
九
年
度
ま
で

の
開
通
を
目
途
に
、
ま
た
、
北

関
東
自
動
車
道
は
、
早
期
に
全

線
開
通
が
で
き
る
よ
う
工
事
が

着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東

関
東
自
動
車
道
水
戸
線
は
、
百

里
飛
行
場
の
開
港
に
合
わ
せ

（
仮
称
）
茨
城
町
南
Ｉ
Ｃ
ま
で

供
用
で
き
る
よ
う
、
地
元
設
計

協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
速

道
路
網
が
着
実
に
整
備
さ
れ
る

よ
う
、
今
後
と
も
国
に
対
し
て

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
構
造
改
革
特
区
、

産
業
活
性
化
と
雇
用

出
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
整
備
な

ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
社
会
教
育

の
業
務
が
増
加
し
て
い
る
が
、

教
育
の
根
幹
で
あ
る
学
校
教
育

を
強
化
す
る
施
策
を
拡
充
す
べ

き
。
教
育
の
最
終
目
標
は
、
子

供
の
確
か
な
学
力
、
生
き
る
力

を
育
成
し
、
有
用
な
人
材
を
社

会
に
送
り
出
す
こ
と
。
中
学
校

卒
業
者
の
約
九
七
％
が
高
校
に

進
学
し
て
お
り
、
小
・
中
・
高

の
一
二
年
間
を
一
体
的
に

え

て
教
育
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

義
務
教
育
と
高
校
教
育
の
一
層

の
連
携
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
教
育
長
　
小
中
学
校
と
高
校

に
お
け
る
教
育
の
一
貫
性
を
重

視
し
た
取
り
組
み
の
充
実
を
図

り
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
中
高

一
貫
教
育
校
と
し
て
県
立
小
瀬

高
校
と
緒
川
、美
和
、御
前
山
の

村
立
中
学
校
が
連
携
し
、
六
年

間
を
見
通
し
た
教
育
を
行
う
。

ま
た
、
中
学
校
と
高
校
が
お
互

い
の
教
育
活
動
を
理
解
し
、
連

携
を
深
め
る
た
め
、
管
理
職
を

含
め
た
人
事
交
流
を
始
め
る
。

（
ほ
か
に
、
学
力
向
上
の
取
り

組
み
、
社
会
力
の
育
成
、
治
安

対
策
、
青
少
年
犯
罪
対
策
な
ど

も
質
問
）
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